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1 ．はじめに
筆者らの「常識」では，外国語教育のクラスサイズ

で「少人数」と言えば10人未満，財政的制約を抱えて

いるのが常の高等教育機関でもせいぜい20人程度まで

を指す．例えば，筆者のうち志柿は，米国の高等教育

制度の下，米国の高等教育認証機関の認証を受けたプ

エルトリコ大学で外国語教育に従事していたことがあ

るが，ここでは外国語科目のクラス規模は，コスト・

パフォーマンスを考慮して最低10名以上，外国語教育

の実効性を考慮して最大20名と規定されていた．事前

の履修登録で履修者が10名集まらなければ，そのクラ

スはキャンセルされ，その分だけ人件費が節約される．

一方，履修者が20名を超えると，その時点で履修受付

は締め切られるのである．国によって，また大学によっ

て，あるいはプログラムによって事情は異なるだろう

が，大学の基礎教育課程における外国語少人数クラス

として想定される規模として，冒頭の数字は概ね妥当

な範囲内にあるのではないだろうか．

一方，東北大学に目を向けると，近年外国語科目の

クラス規模の適正化が図られてきたことは特筆すべき

だが，それでも「少人数クラス」とは40名規模のクラ

スを指しているのが現状である．スペイン語科目でも

かつては70名を超えるクラスがいくつもあったが，現

在では最大40名に抑えるようにしており，その結果，

授業の質の保証は以前に比べるとより容易になったと

いう実感である．しかし，理想の規模にはまだ程遠い．

人数が少なければできるのだが，諦めざるを得ないこ

とがある．

他方，履修学生の所属学部が多様であるか，それと

も同一学部の学生に限られているか，ということもク

ラスのダイナミクスに関係する．もし外国語教育の目

的を，異なる言語を話す異なる背景を持った人間同士

のコミュニケーション能力の養成に設定するならば，

クラスに集まる人間もできるだけ多様な集団であるこ

とが望まれる．しかし実際には，時間割編成上の制約

から外国語科目のほとんどは学部を基礎にクラスが編

成される．まず人文社会系学部とそれ以外の学部が分

けられてしまう．その上で，文教，法経，理農，医歯

薬というように学部が限定される．学生規模の大きい

工学部の場合，外国語科目のほとんどは，工学部生の

みのクラス編成となる．所属学部によって，コミュニ

ケーションへの姿勢や外国語に対する姿勢に一定の傾

向があることを，異なる学部の履修者を対象に授業を

行ってきた筆者らは経験的に感じている．この点につ

いては高等教育研究の視点からの調査がまたれるとこ

ろだ．何れにしても、いろいろな傾向を持つ学生が混

ざり合うクラスであれば，授業の雰囲気が変わるのだ

がと思いつつ，時間割編成上の制約があることも理解

しているから仕方がないなと、この点でも諦めている

のが実情だ．

そのようななかで，履修者数が10名〜20名程度の文

字通りの少人数で，さまざまな学部の学生が集まるク

ラスが実現しているケースがある．10月入学者のため

に全学部対象に開講されている外国語科目のクラスで
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ある．スペイン語の場合，現在 1 年生を対象としたク

ラスは全部で14クラス（それぞれ週 2 回の授業）開講

されているが，そのうちの 1 クラスがこれに該当する．

いわゆる通常のクラスとは異なる条件で開講されて

いることから生じる困難点もあるが，履修学生数の少

なさとその多様さゆえの利点も多い．本稿では，奇し

くも可能となった，より理想に近い条件を備えたケー

スとしてこのクラスを捉え，その態様を報告する．

同じく大学での言語教育であっても，留学生を対象

とした日本語教育などでは，ここで報告するような内

容は当然のことかも知れない．しかし，いわゆる外国

語教育では，例えば，少人数クラスならではの密度の

高いインタラクティブな言語活動などは，決して当た

り前のこととは言えない．報告の意義があると考える

所以である．

あるエピソードを紹介することをお許しいただきた

い．志柿はかつてある国立大学で留学生を対象とした

日本語教育に従事していたことがある．ある時，文部

科学省の高官が大学を訪問し，急に日本語教育の実情

を視察したいということで授業の現場にやってきた．

事前の申し入れはなかったが，否応なしに，たまたま

授業中だった初級日本語の教室にその高官は入って

いった．そしてしばらくして出てくると，「幼稚だな」

と一言，捨て台詞を置いて立ち去って行った．言語教

育の現場での営みは，当事者以外にはなかなか理解し

にくいもののようである．

もとより全ての関心ある読者の方々の参考になるこ

とを目指しているが，特に本学の全学教育の教務に関

わりのある方々，そして，より規模の大きなクラスで

本来なら少人数規模のクラスにふさわしいアプローチ

での外国語教育をめざしている方々の参考になれば幸

いである．

2 ．クラス開設の経緯と開講状況
東北大学全学教育では 10月入学制度の導入を推進

した工学部の要請を受け，平成13年度より，10月スター

トの外国語科目を開講してきた．通常の 4 月スタート

の授業は第 1 セメスター，第 2 セメスターの順に受講

することになるが，この科目はそれらの科目より 1 セ

メスターずれて開講され，スペイン語の場合であれば 

10月開始の第 2 セメスターで「基礎スペイン語I」，翌

年度 4 月開始の第 3 セメスターで「基礎スペイン語

II」を履修することになっている．このような形態で

の開講は10月入学者の便宜を考慮したものだったが，

同時に通常の開講形態の科目で単位を取得できなかっ

た再履修者にも門戸が開かれた．また，工学部の要請

を受けて開講された科目ではあったが，全学部の学生

を対象としており，開講時間帯は他の科目となるべく

重ならないように， 5 時間目の時間帯に開講されてい

る．

このような形態での開講開始から 9 年目に入る．ス

ペイン語の場合，履修者がこれまでで最も少なかった

学期で 7 名，最も多かった学期は32名で（いずれも履

修放棄者を除く）， 9 年間の平均は14人強であった．

また，このクラスは，所属学部をはじめとして受講

者が多様であるという点にも特徴がある．このクラス

には10月入学者のほかに，それ以前の学期に単位が取

得できなかった再履修者，「第三外国語」としてスペ

イン語を履修する者，単位を必要としない大学院生，

日本での外国語学習に興味を持つ各国からの留学生等

が集まってくる．また，10月入学者には，海外の高校

を卒業した帰国子女も多い．さらに，通常のクラスで

は「基礎スペイン語I」「基礎スペイン語II」を同じク

ラスで受講することが前提となっているが，このクラ

スは同じ授業を 2 回繰り返したり，「基礎スペイン語I」

と「基礎スペイン語II」の履修の間に間隔が空いてい

たり，2 年次以上になって始めて履修する学生もおり，

メンバーの入れ替わりが多いという特徴もある．基礎

ゼミなどを除けば，東北大学の全学教育において，こ

れだけ多様なバックグラウンドを持つ学生が集まるク

ラスも稀であろうと思われる．一定の習得レベルを前

提とする他の科目と異なり，初修外国語の場合，受講

者が均一な集団である必要はない．むしろ，人間同士

のコミュニケーション能力を身につけるためには，多

様な顔ぶれのクラスであることが望まれる．その意味

でも，このクラスは理想的な条件を備えているという

ことができる．

このようなわけで，通常のクラスでは実現が難しい

「少人数で，かつ多様な顔ぶれの語学のクラス」が，

奇しくもここには実現されている．もちろん，条件が
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整っていても，その条件を最大限に生かすことができ

なければ意味はない．再履修者が多いことなど，通常

のクラスにはない要素もある．このクラスを実際に分

担して担当してきた小島と三宅は，これらプラス・マ

イナス両面の条件を考慮しながら，その条件のもとで

最適な外国語教育の実現をめざして実践を行ってきた．

3 ．授業の概要
このクラスは現在，火曜日 5 時間目の授業を小島が，

木曜日 5 時間目の授業を三宅が担当している．いずれ

も非常勤講師である．以下に述べるように，ほぼ共通

した学習観，言語教育のスタイル，授業運営の方法，

評価法で授業を分担しているが，少しずつ重点の置き

方が異なっていたり，それぞれの担当者のクラスだけ

で行っているような活動もある．以下，その概要を，

担当者別に簡単に述べたい．

（1）学習観とアプローチ
二人の担当者ともに，スペイン語圏での長期の滞在

経験があり，小島は音楽教育，三宅はスペイン語圏女

性学研究を行うために，実際に聞き・話し・読み・書

くことを通してスペイン語を身につけてきた経験を持

つ．共に 4 技能のバランスがとれたコミュニケーショ

ン能力を養成することが，スペイン語教育の目的であ

ると考えている．

小島は，学生が外国語の運用能力を身につけること

を目的とし，「文法を体系的に学習すること」「口頭で

のコミュニケーション力を養うこと」の 2 つを柱にし

て授業を進めている．

三宅も，学生たちが外国語を実際に運用できる能力

を身につける，ということを念頭におき，コミュニカ

ティブ・アプローチの学習内容とすることを前提とし

て授業を組み立ててきた．また，学習者中心主義の考

えを授業形態に出来る限り取り入れるようにしている．

（2）教材
教材は米国で開発された “¡Dime Uno!” を使用し

ている．ちなみに教材名の意味は，英語で言えば，“Tell 

me. Part One.” に相当する．この教材はまさに上記の

学習観やスペイン語教育へのアプローチにそって制作

された，この種のビデオ教材をコアとしたスペイン語

総合教材の先駆けと言える教材である．二人はこのク

ラス以外でも，この教材を使ったスペイン語教育に従

事しており，上記の学習観や授業のスタイルも，この

教材から影響を受けた面が少なくない．

授業では，この教材のコアをなすビデオ・スキット

の提示，サウンドトラック音声のリスニング訓練，文

法解説，新出文法事項を念頭に入れたペア会話練習問

題，さらに，リスニング問題，リーディング問題から，

トピックを与えたうえでのミニドラマ会話などの練習

問題などを多面的に利用している．学生にはそのワー

クブック “¡A Practicar!”の購入を義務付けており，

小島の担当する授業で用いている．

（3）教室環境
小島は，CALL教室ではない一般教室で授業を行っ

てきた．使用している機器はDVDとCDの再生も可

能な教室備え付けのブルーレイ・ディスク・プレー

ヤー，教材提示装置，持込のノートパソコンである．

これらの画面を液晶プロジェクターで表示している．

三宅は，CALL教室の中でも特に空間的な余裕があ

るM301教室を使っている．

（4）授業内容
一回90分の授業を週 2 回，一つのセメスターで15週

間， 1 年間で計60回の授業が行われる．教材は 8 課ま

であるが， 1 年でそのうち 5 課までカバーするのが普

通である． 5 課までで，スペイン語の現在時制を扱う．

英語のbe動詞に相当する動詞 “estar”, “ser” と規則

動詞・不規則動詞を含む一般動詞を現在時制で変化さ

せて使えるようにするのが授業の大きな柱である．同

時に，学生同士で互いについて語り合う際に出てくる

ようなさまざまな場面でのやりとりと，ツーリストと

してスペイン語圏を訪れた際に必要となる基本的なや

りとりを軸にさまざまな語彙と表現を身につけてい

く．またそれらのやりとりに現れるスペイン語圏の文

化の特徴的な面にも触れていくことになる．

具体的な授業の展開については，次節で詳述する．
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（5）評価基準
小島の評価基準は，プレゼンテーション30％，宿題

6 回20％，小テスト 6 回20％，毎回のTAとの会話

20％，平常点10％となっている．欠席は 1 回につき 5

点マイナス，遅刻は 1 回につき 2 点マイナスとなる．

三宅の評価基準もほぼ同様で，プレゼンテーション

30％，毎回のTAとの会話20％，先生との会話テスト

20％，聞き取り，作文，テキスト朗読30％，合計

100％となっている．この結果を小島の評価結果と足

して 2 で割った点数で最終成績を出し，総合点を出す．

4 ．少人数クラスでの授業の進め方の実際
＜小島の場合＞

授業は核となる会話練習を除いて，学習内容に応じ

て比較的柔軟に構成している．ここでは，基本となる

授業の組み立てを記す．

【文法事項の説明】（ 5分）

最初にその日に学習する文法事項を 5 分ほどで簡潔

に説明する．

【全員の口頭練習】（15分）

それから全員で口頭練習をする．Power Pointに準

備してある写真，イラスト，スペイン語の表示をもと

に，小島かスペイン語母語話者TAが疑問文を作り，

学生全員が声をそろえて答える（あるいはその逆）と

いう練習を10分ほど行なう．集中を保つために，指名

して答えさせることもある．この段階で語彙やフレー

ズのインプットを徹底して行なう．この段階ではプリ

ントは配布しない．プリントを配布すると，それにメ

モを取り，その後それを読み上げるだけ，という学生

が出てきて，インプットの効果が薄れてしまう．この

口頭練習が15分ほどである．

【ペアによる会話練習】（20〜30分）

次にペアワークによる会話練習を行なうが，このと

きに始めてプリントを配布する．プリントはPower 

Pointの内容をプリントアウトしたものを基本とする．

会話練習には小島とTAも学生の席に加わり，一履修

者の立場で会話を行う．図 1 のような机の配置とし，

1 人を固定して他はひとつずつ同方向に移動すれば，

一周すると全員が全員と 1 回ずつ会話できることにな

る．ここでアウトプットを繰り返す．

この会話練習において，小島は学生から彼ら自身に

関する情報を集めるように心がけている．先述したよ

うに，多彩なバックグラグラウンドを持つ履修者たち

である．帰国子女，外国人留学生はもちろんのこと，

再履修者の中には，部活動で並外れた活躍をしている，

あるいは特別な趣味を持っている，などの者が多い．

過去の履修者の中には，アメリカンフットボールの全

日本学生選抜にいた者（この学生はその後プロになり，

アメリカのNFLにも挑戦した），全日本大学囲碁選手

権で準優勝した者，大学の男声合唱団のカウンターテ

ナーとして活躍していた者，オリエンテーリングの全

国大会で優勝した者，バンド活動に熱中していた者な

どがおり，おそらくこれらの課外活動に時間を取られ

ることが，再履修の一因になったと思われる．学生は

図 1 ．多様な相手と対話するようにするための工夫
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自分の得意なこと，関心のあることをスペイン語で話

したいと思っている．小島も自分の知らない世界には

大変興味があるので，会話はとても楽しい．そして「す

ごいことを知りました」（実際にはそんなにすごいこと

ではなくても）などと前置きして，その日の会話で仕

入れた情報を学生やTAに伝えるようにしている．そ

ういった情報は，次回自分たちが会話をする際の話題

にもなる．このペアワークをおよそ20～30分間行なう．

【音楽・文化の時間】（10分）

その後スペイン語圏の音楽を聞くか，小島がスペイン

語圏で撮影した写真を見せながら，10分ほど息抜きを

する．音楽には，歌手や音楽のジャンルに関する情報を

補足する．写真は実体験を交えて説明できるので，小

島自身の体験を知ってもらえる良い機会でもある．観光

地だけではなく，地方都市の一般人の生活や，なかなか

訪れることのできない秘境，途上国ならではの，思いが

けないエコアイデアなども紹介するようにしている．

【TAとの会話と形成的評価】（10〜15分）

残り25分になったところでTAに評価を依頼する．

教室の一隅でTAが学生を 2 人ずつ呼び出し会話を行

なう． 1 グループ 3 〜 4 分程度である．TAにはその

日学習した会話をメインに，以前に学習した事項も取

り入れるように頼んである．評価は10点満点．

【文法事項の確認】（並行して10〜15分）

TAが評価をしている間，残りの者はワークブック

を使って各自文法の確認を行なう．教師は机間巡視し

ながら，誤りを指摘したり質問を受けたりする．授業

中に終わらない課題は宿題とする．

【ビデオによるまとめ】（ 5〜10分）

残り10分をめどに教材のビデオを 1 度見て，教師ま

たはTAのあとについてリピーティングをする．ビデ

オの内容や使われている表現については適宜解説する．

【次回の授業までの課題の確認】（ 5分）

最後に次週提出の宿題と小テストを確認して 1 回の

授業が終了する．

小島のクラスでは，毎回筆記練習教材を用いた宿題

を課している．教材 “¡Dime Uno!” のワークブック 

“¡A Practicar!” から，文法理解に焦点を置いた 

“Manual de Gramática” （Grammar Manual）の練習

問題を，単元が終了した翌週に提出する．解答は事前

に配布してあり，自分で答え合わせをする．「取り組

みの優れた者には，ボーナス点を与える」ようにした

ところ，余白に単語の意味をまとめたり，別紙に和訳を

書いてきたり，作文を書いてきたりするようになった．

10点満点× 6 回で採点し，取り組みによっては最大で

2 割の加点を行う．この結果が最終評価に反映される．

宿題の提出日に宿題を範囲とした筆記テストを行

なっている．ただし宿題をそのまま出題せず，語彙を

以前に学習した既出のものに変えるなどする．また和

訳の問題を出すことにより，辞書を引きながら宿題を

して，完全に内容が理解できているかどうかの確認が

できる．これも10点満点× 6 回の結果が最終評価に反

映される．

＜三宅の場合＞
三宅は，学生自らが学習する活動が中心となるよう

メニューに工夫を凝らしている．また，ピア・ラーニ

ングに関して，学生同士で練習していく意義，学び合

う効果を簡単に説明しておき，お互いに教え合うよう

注意を促している．

【歌と文化紹介】（ 8分）

毎回，まず，スペイン語の歌を歌い，文化紹介など

のスペイン語番組を見て 8 分程度を終える．

【当日の学習内容の確認】（ 3分）

次に，当日に学習する内容を 3 分程度で説明する．

以下のようにごく簡単な説明である．

「今日は，天候の表現を学びます．動詞 “hacer” を

使用します．一緒に発音してください．（ウエブ上に

準備されているスペイン語表現付きのイラストを見せ

ながら） “Hace buen tiempo.”（天気が良い），“Hace 

mal tiempo.”（天気が悪い），．．．」

【学習内容の自主的確認】（10分）

学習要点の説明を受け，学生たちは各自教室内ネッ

トワークの共有フォルダにある 5 分弱の教材のビデオ

を視聴し，リピートし，前もってプリントとして渡し

てあるビデオスクリプトで表現の確認をしたり，ウエ

ブ上に準備してある文法項目説明と照合するなどし

て，その内容を頭に入れる．また，学生たちは，TA

との会話に向けて，教材として準備されている語彙一

覧のプリントなどに目を通していることが多い．この
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ような作業を通して，学生たちは実際の会話の際に使

用する語彙や表現をデータベースとしてインプット量

を増やしている．

【TAとの会話セッション】（60〜70分，他の活動と並行）

学生たちは数名のグループをつくり，グループごと

にTAとの会話練習に入る．

【教師の補助のもとでの各自の学習】（60〜70分）

教材のビデオ・スキットの内容が，あいさつから始

まり，授業の様子や学友の様子などを伝え合う交流目

的の会話形式として構成されているので，ビデオ・ス

キットの繰り返し練習，ディクテーション，作文作成

のいずれもTAとの会話練習の準備につながる．加え

て，会話材料として，一週間の自分のスケジュール作

りや，自分の家族を紹介するための家族のイラストな

どを学生たちに準備させるが，学生たちは，実際の会

話を想定して必要な単語をリストアップするなど，会

話に向けた補助資料なども自発的に作成する．

そのほか，毎回の学習事項にそった内容の作文を書

きためていく方式でライティングを課しているが，こ

ちらも，会話の材料とする．さらに，クラスメートの

作文内容に関してインタビューを行い，そのインタ

ビュー内容をさらに各自作文させ，そのレポート内容

を会話トピックに使用する．作文は自分の目で確認し

ながら，総合的に文法能力，文章構成力を養うものと

して実施しているが，そのライティングも実際の会話

の材料として利用している．

習得事項への理解が不足している点に関しては，上

述の作業の過程で学生同士が内容を確認する，また，

教師が学生たちの作業に加わりながら間違っている箇

所を見つけてはそのたびに説明する．具体的な作業過

程を通して学習事項を習得し定着させることを目指し

ているためである．個別指導に近い形態を取っている

ので，教師は教卓にいることはほとんどなく，学生た

ちの椅子の間をキャスター付きの椅子に座ってあちこ

ち移動しながら学生たちと同じ視線に位置し，学生の

パソコンを一緒に操作する形式で指導する．また，教

師が近くに座っているため，学生たちのほうから頻繁

に質問してくるようになる．このような形態は少人数ク

ラスであることではじめて可能となったことである．ま

た，スペースにゆとりがあり，学生も教師も容易に移

動が可能な教室設計に負うところも大きく，教室内で

教師を交えた数個の少人数の学生の輪が必要に応じて

形成されていくような状態で学習作業が進行している．

5 ．スペイン語母語話者TAとのやりとり
本学のスペイン語教育では，スペイン語を母語とす

るスペイン語圏からの留学生をTAとして積極的に活

用し，成果を挙げている．しかし，通常の40名規模の

授業では，90分の授業時間のなかで，各履修者がこれ

らスペイン語母語話者TAとスペイン語で会話できる

機会は，一人当たり最大でも 2 分程度にしかならない．

ペアでの会話でも 3 分程度がいいところである．この

点で，少人数クラスは非常に有利である．仮に受講者

が10名であれば，一人当たりの会話時間は 6 〜 7 分，

ペアであれば10分以上， 3 人のグループであれば15分

程度は，それまでに学習した内容について，スペイン

語母語話者と会話しながら，実際に使ってみるという

時間を持つことができる．少人数クラスではじめて可

能になることの一つである．以下，それぞれ，具体的

な状況を報告する．

＜小島の場合＞
平成21年度前期「基礎スペイン語II」では，大学院

工学研究科で学んでいるパナマからの留学生が配置さ

れた．この留学生は日本でスペイン語を教えるのは初

めてであったが，「日本人がこんなにスペイン語が話

せるとは知らなかった」というのが初回の感想であっ

た．学生はこれを聞いて大変嬉しそうにしていた．自

分たちのスペイン語がこのようにストレートに評価さ

れたのは，初めてのことだったのかもしれない．これ

が以後の大きな動機付けとなったように思う．スペイ

ン語会話力を向上させTAに評価してもらうことが明

確な目標となり，授業により真剣に取り組むように

なった．

小規模のクラスでは，TAが全員の名前を覚え，長

所短所も把握し，毎回の会話の中で適切なアドバイス

を与えることができる．また大半のTAは日本語学習

の途上にあり，外国語を学ぶ困難や面白さなど，同じ

目線で学生の心情を共有することができる．
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＜三宅の場合＞
三宅は，スペイン語母語話者TAのスペイン語授業

での活用に当たって，身につけたスペイン語を実際に

運用する訓練をするためのやりとりの相手となること

をその最大の役割と位置づけて授業設計を行っている．

教室の中の，学生が通常座っているところからは離

れた場所で，毎回，学生たちは 2 〜 4 名のグループご

とにTA を中心に輪になって，10〜15分程度の会話を

行う．

より具体的に記述すると，TAと学生は，前回まで

の学習内容の会話の復習と，当該日の新出事項に沿っ

た会話を行う．学期開始当初は，スペイン語の知識を

既に持つ再履修者のグループを先にTAとの会話に入

らせる．その間に，初心者としてスペイン語を開始す

る学生たちに対し，教師が実際に会話練習を個別に確

認するなどして丁寧に指導を行う．また，TA にも，

再履修者でスペイン語の知識のある者と，初心者の学

生の情報を与え，会話の順番などの考慮をしたうえで

会話練習を実施させる．授業回数を重ね，習得内容の

差に問題がないようであれば，その後は初心者も再履

修者も考慮せずに席替えなどをして混合してグループ

を作り会話を実施する．初心者の学生たちのなかには，

授業初日から開始されるスペイン語会話に困惑する者

もいる．再履修者がいたり，海外の中等教育でスペイ

ン語を履修した帰国子女の学生がいたり，それぞれに

スペイン語学習の出発点が異なる．しかし，授業開始

時に多少のフォローを行えば，初修者と履修者間に習

得の差があることに関しては，それ自体が授業運営の

大きな妨げとなったことはない．逆に，学生たち自身

が互いに補い合う姿勢が顕著となり，ピア学習が理想

的な形で進行する．そのことは再履修者の自信にもつ

ながるようである．少人数クラスであることが学生た

ちの緊張をとき，また，背景が異なる学生たちの集合

体であることが授業開始時から明白なことが幸いし，

お互いを尊重しつつ互いに助け合う姿勢に結びついて

いる．

ちなみに，平成21年度奇数セメスター東北大学全学

教育授業評価集計表「この授業でTA の支援活動は適

切でしたか」の項目が突出して高く，92％が「適切」

と回答している．

また，この会話を評価対象と組み入れているが．評

価する際には，あくまでも全体の印象で評価するよう

にTA に指導している．自然なコミュニケーションを

積み重ねることを重視するためである．学生にはどう

すれば会話が上手に見えるか，などのポイントを教え

る．とにかく話す事，黙らないこと，分からなければ

「分からない」「もう一回言ってください」「なんと言

えばいいですか」などという表現をスペイン語で行え

ば，やりとりが成立し，それ自体も自然な会話の一部

となるため印象が良くなることなどを説明している．

学生たちも，これらの表現をすぐに覚えるものである．

会話に向けて，スペイン語の表現や単語を繰り返し

覚えようとする学生や，会話内容の表現のプリントを

自分たちなりにあれこれ選んでいる学生たちの姿があ

る．学生たちが，これから会話するであろう内容をイ

メージし，それに必要な単語や表現を探しているので

ある．これは会話を想定し，表現を前もってイメージ

して無意識のうちにリハーサルを実施していることを

示す．実際のアウトプットの機会を想定して，自分の

データベース，インプット量を増やそうと学生たちは

するのである．スペイン語母語話者のTAと会話しな

ければならないという心理的要因が学習動機として有

効に働き，学習行為自体が効率的に行われている．

6 ．スペイン語で話している様子を評価する
スペイン語を使って口頭でのやりとりができるよう

になることを授業の目標にしている以上、評価もそれ

に対応していなければ意味がない．コミュニティカ

ティブ・アプローチを標榜しながら，評価は学期末の

最終筆記試験で決まるというようなことはありえな

い．東北大学のスペイン語の授業では，そのほとんど

が履修者に課題を与えてスペイン語を話させ，それを

重要な評価対象と位置づけている．

スペイン語母語話者TA とのやりとりの練習と同

じで，ここでもクラスの規模が大きな制約となる．例

えば，教師なりTA なりを相手にスペイン語でやりと

りをする課題を設定したとしよう．履修者が40人いれ

ば，一回の授業で教師とTA が分担して対応したとし

ても，一人当たり 3 分程度のやりとりをするのが限度

である．しかし，学習が進んでくると， 3 分程度のや



─  130  ─

りとりでは，習得した口頭コミュニケーション能力を

カバーするにはけっして十分とは言えない．これが，

例えば10名規模のクラスであれば，時間をかけてやり

とりを行い，きめの細かい評価が可能になる．また，

「10分間，話してもらいます」といった課題を設定す

ることも可能になり，「 3 分間，話してもらいます」

という課題を出した場合と比べると，学習全体への影

響にも大きな違いが出てくる．

課題への準備の過程でも，少人数であればよりきめ

細かく，また余裕を持った指導が可能になる．学習の

「濃度」がここでも，大きく改善することが期待される．

小島，三宅共に，スペイン語でのプレゼンテーショ

ンあるいはやりとりを評価の重要な柱としているが，

それぞれに手法や重点の置き方が異なっている．以下，

その実際の状況を報告する．

＜小島の場合＞
学期末近くに期末テストとして実施する． 2 人 1 組

のペアで行なう．評価の一部に条件作文を加える．採

点はすべてTA による．30点満点で，最終評価に算入．

課題例：

1 ）以下の設定，条件でロールプレイを行うこと．

「二人ともスペイン語圏から東北大学に来た留学

生で初対面」

「 2 分30秒以上 3 分以下であること」

2 ）以下を必ず含めること．

「あいさつ」「自己紹介」「相手について聞く」「今

週末の予定を聞く」「どこかに誘う」「電話番号を交

換する」「待ち合わせ場所までの道順を説明する」

3 ）次週までに共同作業で原稿を作成してくること．

文法の正確さ，論理の一貫性など，作文も評価の対

象とする．TA による添削，評価のあと，一週間で

原稿を暗記する．

4 ）発表は暗記して演技を交えて行なうこと．タイマー

で時間を計る．制限時間内にまとめられなかった場

合には減点とする．

5 ）発表の採点基準は，「オリジナリティ」「正確な発

音やイントネーション」「流暢さ」．見ている者を楽

しませる発表を心がけること．

発表に制限時間を設けることで，途中で止まって相

手に迷惑をかけないようにと，しっかり暗記に取り組

むようになった．

＜三宅の場合＞
これまで，プレゼンテーションとしてさまざまな形

態を実施してきた．学生 2 人 1 組で 2 分間程度の会話

を準備させ，会話発表をし，教師とTA がその会話内

容に関して質問をし，回答をさせ，会話発表と回答と

を総合して評価を出す形式が主流であった．

しかし，学生たちのスペイン語習得が，非常に効率

よく行われているため，成果確認の実験的試みとして，

平成21年 6 月末に授業の最終試験として 3 分間会話を

実施した．すでに習得事項を書き足していく方式の作

文が存在したので，それを全て話す，つまり，「一年

間の習得事項を全部話す」という課題を課した．一年

間に作成した作文を基本に学習した内容をつなげる

と，600〜1000語程度になるため， 3 分間は話せるも

のと推測し，そのような課題を課した．学生数が20名

であったため一時間程度で試験は終了と予定していた

が，実際には学生たちは 5 〜10分程度スペイン語を話

し続けたため，一回の授業では終了せず，急遽，授業

二回をその会話の試験に当てた．学生たちは，10分の

間ずっと、立石に水を流すように話し続けていたわけ

ではない．しかし，会話に近いシチュエーションで10

分前後スペイン語を話し続けていることができる，と

いうのは，一定レベルのスペイン語を習得したことを

意味する．当然，学生たちが試験に臨む態度や試験終

了後の反応は予想以上に良好であった．会話テスト自

体はさまざまな形で以前から工夫を重ねてきたが，一

人で一定時間話し続ける形態は始めての試みであった．

一年間の習得事項をすべて話すとなると，それなり

の分量となるため，話す内容の日本語のメモを準備す

る，もしくは，話す内容に関するイラストなどを準備

し，それらを示しながらスペイン語で話す形式でも可，

とした．これによって，何を話していくのか，といっ

たストーリー展開を覚える負担を減らし，会話発表へ

のプレッシャーのレベルを下げた．

写真やイラストを示しながら話した学生，全部暗記

した学生，日本語のメモを見ながら話す学生などさま

ざまであった．実施に当たっては，学生から，「誰か
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に話を聞いてもらっている，もしくは会話をしている

ような形式が話しやすい」，という要望が出たので，

教員側が，スペイン語で相槌を打つ，もしくは相槌に

近い質問をところどころ入れることにした．話した内

容を一気に読み上げれば 3 分程度と見ていたが，モノ

ローグに近いものの会話形式で進めたため，またイラ

ストや写真を見せたりしながらの自然な形の会話で

あったため 5 分から10分の時間を要した．

語彙の範囲，会話内容について，限られたものでは

あったが，実際にそれなりの分量を運用できる，とい

うことは学生としても達成感が十分に得られる．例え

ば，丸暗記で望んだ学生が，途中，表現が出てこなく

なったので，教員がその部分を省いても全体の分量が

多いので教師側は気づかないことを示唆し，先に進め

るよう促したところ，学生のほうから，準備した内容

をきちんと話したいのだ，と反論される，また別の学

生は，やり終えたあとに得意げに「先生，自分の話を

どう思ったか？」とわざわざ聞いてくるなど，学生自

身が大きな達成感を得るようである．準備したある部

分がすっかり抜け落ち，頭が真っ白になることがある

らしいのだが，学生のほうがすべてを話したいと思う

ようである．教師側としては，どの程度まで可能なの

であろうか，という実験的試みであったが，学生側か

ら教えられた結果となった．学生たちには，将来につ

ながるポジティブな経験となったようであり，何がで

きるようになったのかが自分で確認，実感できるプレ

ゼンテーションとなった．

7 ．外国語教育の目的に照らして
日本の大学で外国語教育を実施する目的は何か．「世

界の舞台で活躍する人材の養成」といった文言はどの

大学の教育目標にも見られるが，このような抽象的な

目標と，実際のカリキュラムの間を結びつける，より

具体的でありながら，理念にも基づいているような目

的が明確になっていることは稀である．大学における

外国語教育の目的は，多くの外国語教師にとって，依

然として，未解決の課題である．

このようななかで，経済協力開発機構（OECD）が提

示した「キー・コンピテンシー（Key Competencies）」

に関する提言は，重要な視点を提供してくれている．

ここで言う「キー・コンピテンシー」とは，地球規模

での交流が前提となった今日の人類社会において，人

間誰しもが備えておくべき，基礎的な能力を指す．最

近よく見かけられる造語の傾向にならえば，「人間力」

とでもいうことができるものである．

この提言は，OECDの中にもうけられた “DeSeCo” 

プロジェクトによってまとめられた．“DeSeCo”とは，

“Definition and Selection of Competencies” の略であ

図 2 ．OECD, DeSeCo による「人間力」の 3 つの柱

自立して
行動することができる 
Act autonomously 

異質な人々からなる集団の
中で，人と関わり合い，
やりとりをすることができる
Interact in heterogeneous groups 

(OECD, DeSeCo. 2006, p.5.) 

言語や技術などのツールを
使って，インタラクティブな
やりとりができる
Use tools interactively 
(e.g. language, technology) 
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る．このDeSeCoプロジェクトは，「人間力」を構成す

る能力として，3 つの範疇を設定している（図 2 参照）．

ここで気づかれることは，“interact”という概念が

重要な位置を占めていることである．出版されている

日本語の訳書などでは，“interact” あるいはその派生

語である “interaction”, “interactive”, “interactively”

といった言葉は全て「相互作用（的）」という統一さ

れた訳になっているが，日本語の「相互作用」では，

人間が，他の人間と主体的に関わるという視点が十分

に伝わってこない嫌いがある．むしろ，“interact”と

いう言葉は，本稿で多用してきた「やりとり」や，あ

るいは「関わり」という言葉を用いて，はじめて意味

が実感できる概念を指している．上の図では，このよ

うな理解に基づいた訳を用いている．

改めて，この図式を見てみると，外国語教育の目的

の指針となる内容がここには含まれていることが分か

る．「言語や技術などのツールを使って，インタラク

ティブなやりとりができる」能力を身につけるために

は，当然，外国語を含めた言語の教育が必要になるは

ずだ．外国語教育の目的の一つは「インタラクティブ

なやりとりができる能力の養成」に置くことができる．

さらに，「異質な人々からなる集団の中で，人と関わ

り合い，やりとりをすることができる」能力を身につ

けるためには，まさしく多様な言語と文化への理解が

必要になる．日本語や現在デフォルトの世界共通語で

ある英語だけでは，異質な人々からなる集団の中での

関わり合いややりとりをするには十分ではあるまい．

特に英語教育以外の外国語教育の目的を議論する上

で，このような能力の養成への社会の要請に足場を置

くことは大いに有効であるように思われる．

振り返って本稿で報告してきた少人数クラスの実践

例を見てみれば，異質な学生からなる集団の中で共に

学習し，スペイン語母語話者TA を含むクラス内の他

者との関わり合いややりとりを中心として進められる

その授業形態は，上記の「人間力」養成にまさしくか

なったものということができるのではなかろうか．

8 ．外国語教育学の知見に照らして
白井恭弘は『外国語学習の科学』のなかで，インプッ

ト＝インターアクションのモデルとして，カーネギー

メロン大学の日本語プログラムを取り上げ，「初期の

段階から身近な内容について意味と形式の両方に注意

を払って自然なコミュニケーションをしていけば，比

較的短期間で，『限られた文法，単語を使って，限ら

れた内容について』流暢なコミュニケーションができ

るようになります．」（白井 2008, p.181）と述べている．

筆者らは，このモデルを見習ったわけではないのだが，

同じような授業設計をしていたことになる．

前項でもキーワードとして扱った “interaction” と

いう概念は，外国語教育学においても重要な位置を占

めている．人間の言語習得において，適切な “input”，

適 切 な “output” と 並 ん で， 目 標 言 語 を 用 い た 

“interaction” が重要な役割を果すこと，外国語学習

においても，その機会が十分に用意されるべきである

ことが指摘されている．（村野井 2006, Johnson 2008, 

Lightbown ＆ Spada 2006など）

このクラスに限らず本学のスペイン語教育の他のク

ラスでも，“input-interaction-output” のバランスに重

点を置いた授業活動を展開しているが，本稿で報告し

たクラスで可能となっている状況は，他のクラスの置

かれている条件から見ても格段に有利であるように思

われる．学習成果を具体的な指標で測ることは容易な

ことではないが，今後は，そのような条件の違いがど

のように履修者のスペイン語能力の習得に反映されて

いるか，実証的な検証を行うことも必要であろう．

9 ．おわりに
本稿で取り上げたクラスは10月入学学生を対象とし

た特殊なクラスである．そのために，少人数，異なる

背景を持った学生たちの集合体，スペイン語母語話者

TA との会話練習を中心とした授業設計，きめ細かな

指導，余裕のある教室空間など，好条件がそろう結果

となった．少人数クラスのため，作文添削，朗読指導

なども丁寧に行うことができる．また，毎回TA と会

話を10〜15分練習するなど恵まれた環境にあるため，

クラスが全体として熱心に学習する集団となる．背景

が異なる学生たちが集まっている点も授業運営上の効

果をあげる要因として作用している．分からない点な

どや課題のやり方などについて学生同士で良く相談し

ており，授業中の学習効果が非常に大きい．少人数で，
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実際の運用機会も多い．スペイン語母語話者との会話

に向けてスペイン語表現の手持ちを増やし，作文など

で文法項目の確認を行い，それを再び会話に利用する，

という全体の流れのなかで効率よく学習が進行してい

る．

このような授業形態をマイナーで特殊な外国語教育

の一事例にとどめず，外国語教育形態の主流として位

置づければ，大学全体の学生の外国語運用能力は飛躍

的に上達すると考えられる．全学生に実施するには，

費用の面で不可能であるならば，例えば，米国の大学

で見られる honors programのように成績優秀な学生

たちへの特権的クラスとして実施を開始しても，かな

りの効果が得られるのではないだろうか．
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